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1 8 設企  第 4 8 号

平成 18 年３月 10 日

設楽町総合計画審議会

会長　　後　藤　秋　義　様

設楽町長　　加　藤　和　年

設楽町総合計画について（諮問）

　地方自治法第２条第４項の規定に基づく「設楽町総合計画」を策定し

たいので、設楽町総合計画審議会条例第２条により、貴審議会の意見を

求めます。

平成 19 年２月 16 日

設楽町長　加　藤　和　年　様

設楽町総合計画審議会  
会長 　後　藤　秋　義

設楽町総合計画について（答申）

　平成 18 年３月 10 日付け 18 企第 48 号で諮問のありました設楽町総合
計画について、地区懇談会・まちづくり町民会議・中学生議会・女性議
会等の意見を参考にし、慎重なる審議を重ねたうえで、別添の設楽町総
合計画を取りまとめたので答申します。
　なお、本計画の推進にあたっては、下記事項に十分配慮されるととも
に、計画の達成に向けて努力されるよう要望します。

記
１　まちづくりの実現

設楽町総合計画は、平成 17 年 10 月に誕生した、「設楽町」のまち
づくりの指針となるものであり、その内容については広く町民に周
知を図り、十分な理解と協力が得られるように取組み、町の将来像で
ある「森と水のちからと人の営みが調和するくらしと出会いのまち」
が実現されるように努められたい。

２　協働・推進体制の確立
　　これからのまちづくりは、行政の努力はもとより町民の主体的な参
画が極めて重要である。行政への提案や協働を行う等、計画実現に
向け町民と行政が一体となって進めていく計画推進体制の確立を図
られたい。

３　施策の効率的な実施
　　各種施策の実施にあたっては、重点的・効率的な財源配分とコスト
意識を持った事業展開を行うとともに、多様化する行政需要や社会
情勢の変化に対して、柔軟に対応されたい。

設楽町長からの諮問書 設楽町総合計画審議会からの答申書
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設楽町総合計画策定経過

年・月・日 区　　　　　分 内　　　　　　　　容

18年

～

１月10日

１月31日
審議会委員の公募 学識経験者 10 名の募集

１月30日 第１回企画員会議 策定方針・基礎データの作成要領の説明

２月17日 第１回企画調整員会議 策定方針・基礎データの作成要領の説明

３月10日 第１回総合計画審議会 委員の任命、諮問、策定方針・作業日程の説明

４月25日 第２回総合計画審議会 基本構想の方向性について

５月10日 第３回総合計画審議会 地区懇談会の説明内容について

５月16日 第２回企画員会議 専門部会の設置・基本計画の作成要領について

５月22日 区長懇談会 地区懇談会の説明内容について

５月26日 第２回企画調整員会議 地区懇談会の説明内容について

～

５月29日

６月16日

地区懇談会

（町内 35 行政区、12 日間）

総合計画の施策概要及び地籍調査の説明に対す

る要望・意見聴取

～
６月９日

６月23日
総合計画に対する意見の募集

計画に取り入れるべき内容について、ホーム

ページを通じて募集

～
６月26日

６月27日
職員研修（係長以下の職員） 地区懇談会の内容及び要望事項の説明

７月10日 総合計画中学生議会 質問者・質問内容は別添のとおり

７月13日 まちづくり町民会議
地域別問題点及び若者の住みよいまちづくりに

ついて

７月31日 第３回企画調整員会議 地区懇談会の意見のまとめについて

７月31日 第４回総合計画審議会
専門部会の設置及び地区懇談会の意見内容の検

討（部会）

～

８月１日

８月２日

各種団体からのヒヤリング

（商工会・農協・森林組合・

社会福祉協議会）

総合計画に対する事業内容について

年・月・日 区　　　　　分 内　　　　　　　　容

18年８月８日
第１回企画員専門部会正副部会

長会議
基本計画の内容について

８月10日 総合計画女性議会説明会 議長の選出・当日の進行及び質問内容について

８月18日 総合計画女性議会勉強会 質問内容の調整等について

８月28日 第５回総合計画審議会 地区懇談会の意見内容の検討（部会）

８月30日
第２回企画員専門部会正副部会

長会議
基本計画の数値目標の設定について

９月１日 総合計画女性議会 質問者・質問内容は別添のとおり

９月11日 第６回総合計画審議会
設楽ダム水源地再建実行計画策定調査報告書に

ついて

９月26日 第７回総合計画審議会 基本計画内容の検討（部会）

10月６日
第３回企画員専門部会正副部会

長会議
基本計画の修正及び基本構想の内容について

～
10月16日

10月27日

設楽ダム関連振興策説明会

（町内 5地区 5日間）

設楽ダム水源地再建実行計画策定調査報告書に

ついての説明

11月14日 第４回企画調整員会議 基本構想（素案）について

11月14日 第８回総合計画審議会 基本計画修正内容及び基本構想（素案）について

12月５日 議会全員協議会 設楽町総合計画（素案）について

～
12月５日

12月28日
パブリックコメントの募集

総合計画（素案）に対する意見の募集をホーム

ページを通じて実施した

19年１月30日 第９回総合計画審議会
基本構想（最終案）の説明及び答申書の内容に

ついて

２月16日 第 10 回総合計画審議会 設楽町総合計画の答申

３月６日 設楽町議会定例会 設楽町総合計画（基本構想）の議決
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設楽町総合計画審議会委員

町議会の
委　　員

（５名）

後　藤　秋　義

河　邊　晴　洋

竹　内　通　王

山　口　伸　彦

金　田　和　久

関係機関・
団体の代表

（10名）

伊　藤　　　聖 設楽町区長連絡協議会

河　合　勝　正 愛知東農業協同組合長（H18. 9.10 まで）

後　藤　建一郎 愛知東農業協同組合設楽地区理事

澤　田　左　内 設楽町農業委員会長

村　松　幹　彦 津具村森林組合長

近　藤　正　明 設楽町商工会代表

柄　澤　鉄　也 設楽町設楽消防団長

高　木　昭　人 設楽町教育委員長

福　沢　恒　夫 設楽町PTA連絡協議会長

伊　藤　幸　義 医師会代表

豊　田　博　已 設楽町社会福祉協議会長（H18.9.10まで）

村　松　勇　三 設楽町社会福祉協議会副会長

学識経験を
有するもの

（10名）

関　谷　　　健

住民からの公募による

金　田　治　久

伊　藤　秀　彦

熊　谷　家　成

鶴　田　信　幸

伊　藤　ふじ子

後　藤　吉　孝

小　川　信　二

村　松　一壽重

泰　中　広　子

設楽町総合計画審議会　専門部会名簿

部会名 委　　　　員　　　　名

環境共生部会 部 会 長 名 竹内　通王 金田　和久 河合　勝正 澤田　左内 村松　幹彦

産業振興部会 副部会長名 金田　和久 近藤　正明 竹内　通王 伊藤ふじ子 村松一壽重

居住環境部会 部 会 長 名 関谷　　健 河邊　晴洋 関谷　　健 伊藤　　聖 柄澤　鉄也

参画協働部会 副部会長名 熊谷　家成 熊谷　家成 金田　治久 鶴田　信幸 伊藤　秀彦

安心福祉部会 部 会 長 名 高木　昭人 山口　伸彦 高木　昭人 福沢　恒夫 伊藤　幸義

教育文化部会 副部会長名 山口　伸彦 豊田　博已 後藤　吉孝 小川　信二 泰中　広子
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町づくり町民会議委員名簿

行政区名 委　員　名

栄　町 田　辺　克　弘

本　町 野々村　繁　子

清　崎 夏　目　た　ね

小　塩 金　田　　　毅

荒　尾 小　山　幸　浩

和　市 伊　藤　　　司

小　松 遠　山　久　男

長　江 原　田　秀　生

八　橋 七　原　　　剛

川　向 遠　山　大　樹

大名倉 伊　藤　辰　吾

松　戸 原　田　三　男

萩　平 原　田　昌　彦

太田口 高　橋　恒　次

田　内 後　藤　克　史

田　峯 竹　下　裕　也

三都橋 平　松　美　香

豊　邦 斉　藤　　　真

行政区名 委　員　名

裏　谷 堀　田　潤　一

沖　駒 森　下　浩　伸

清　水 原　田　朋　生

川　口 後　藤　達　雄

貝津田 原　田　潤一郎

湯　谷 稲　垣　博　巳

大　平 伊　藤　啓　一

東　部 田　中　志　和

南 後　藤　隼　人

神　田 金　田　隆　幸

平　山 金　田　　　敬

津具１ 土　屋　貴　己

津具２ 佐々木　　　勉

津具３ 村　松　憲　治

津具４ 村　松　重　俊

津具５ 芦　沢　友　和

津具６ 加　藤　延　央

設楽町総合計画女性議会　質問者及び内容

女性議会議員名 質　　問　　内　　容

鈴　木　真由美
通学路の整備について
街路灯の整備について
生涯学習の充実について

丸　山　しのぶ
清嶺・名倉保育園の改築について
小学校の統合について

高　森　寛　子

田口高校通学生のバス補助アップについて
設楽中学の雨漏りについて
名倉プールの存続について
オンデマンドバスの検討について
おむつ代の支給について
スクールバスについて
文化財の保存と文化財マップについて

加　藤　明　美
保育園の入園条件について
川の浄化計画について
過疎・少子化に取り組むには

三　城　富　子
健全な財政運営にいて
町の災害対策と備品の備蓄状況について
住民意見の聴取方法について

金　田　文　子
パブリックコメント制度について
あらゆる分野での参画・協働について
超少子高齢地域の経済政策

堀　　　純　子

救急医療について
バス待合室の見直しについて
住宅情報について
映画撮影の誘致について
耕作放棄地の利用方法について

古　瀬　八重美
ゴミの分別と環境美化運動について
つぐ診療所について

村　岡　晃就子
田口児童館の耐震診断・リフォームについて
防災対策について
学童保育について

鈴　木　小　夜 議　長
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設楽町総合計画中学生議会　質問者及び質問内容

（設楽中学校）
氏　　　名 質　　問　　事　　項

高　森　星　亜 不法投棄廃止について

原　田　美　咲 リサイクルについて

小野田　幸　稔 地球温暖化防止について

畑　上　采　織 買い物袋のポイント制について

後　藤　あ　い 蛍保護について

鈴　木　みづさ 地震対策について

西　尾　枝里子 事故防止について

内　藤　由　布 バス路線拡大について

鈴　木　僚　介 設楽・津具地区の交流について

古　井　敦　也 過疎化防止について

後　藤　裕　樹 ダムの現状について

後　藤　誉　実 少子高齢化対策について

本　田　　　光 議　　長

（津具中学校）
氏　　　名 質　　問　　事　　項

今　泉　ほなみ 合併後の様子について

山　内　素　子 旧設楽町との関係について

佐々木　晶　規 生涯学習講座について

佐々木　里　奈 津具中学校の行事について

依　田　裕太郎 津具内の設備について

村　松　佑里菜 津具の盆踊りの活性化について

熊　谷　拓　仁 設楽町のPRについて

高　木　知　美 議　　長

企画調整員名簿
（平成17年度）

職　　　名 氏　　名

助 役 横　山　光　明

教 育 長 七　原　明　郎

総 務 課 長 原　田　　　理

企 画 課 長 河　合　秀　久

参 事 中　村　文　彦

税 務 課 長 後　藤　　　覚

町 民 課 長 佐々木　　　孝

産 業 課 長 村　松　千　根

建 設 課 長 後　藤　義　己

生 活 課 長 三　城　幸　人

ダム対策室長 片　桐　洋　人

出 納 室 長 松　井　清　貢

総合支所長兼
管 理 課 長 佐々木　幸　一

支所住民課長 伊　藤　博　幸

支所経済課長 佐々木　義　典

や す ら ぎ の
里 所 長 松　井　利　文

した保健福祉
センター所長 夏　目　芳　紀

議会事務局長 金　田　正　幸

教 育 課 長 後　藤　義　男

企画調整員名簿
（平成18年度）

職　　　名 氏　　名

助 役 横　山　光　明

教 育 長 七　原　明　郎

総 務 課 長 原　田　　　理

企 画 課 長 河　合　秀　久

税 務 課 長 後　藤　　　覚

町 民 課 長 佐々木　　　孝

産 業 課 長 村　松　千　根

建 設 課 長 後　藤　義　己

生 活 課 長 三　城　幸　人

ダム対策室長 片　桐　洋　人

出 納 室 長 松　井　清　貢

総合支所長兼
管 理 課 長 佐々木　幸　一

支所住民課長 伊　藤　博　幸

支所経済課長 佐々木　義　典

や す ら ぎ の
里 所 長 松　井　利　文

した保健福祉
センター所長 夏　目　芳　紀

議会事務局長 金　田　正　幸

教 育 課 長 後　藤　義　男
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設楽町総合計画企画員 （平成17年度）

所　属 職　名 氏　　名 職　名 氏　　名

総 務 課
補 佐 長谷川　文　彦 係 長 関　谷　　　恭

係 長 村　松　　　一 主 事 後　藤　京　三

企 画 課
補 佐 原　田　直　幸 係 長 遠　山　雅　浩

主 事 伊　藤　　　誠 主 事 伊　藤　裕　久

税 務 課 補 佐 原　田　利　一 補 佐 園　原　克　幸

町 民 課
補 佐 鈴　木　正　吾 係 長 村　松　浩　文

主 査 依　田　佳　久

産 業 課
補 佐 後　藤　和　男 補 佐 清　水　孝　芳

主 査 下　平　　　功

建 設 課
補 佐 鈴　木　伸　勝 係 長 佐々木　博　美

係 長 佐々木　智　則 係 長 倉　淵　泰　晃

生 活 課
補 佐 金　田　敬　司 補 佐 村　松　静　人

係 長 小　川　宏　樹

ダ ム 対 策 室 補 佐 澤　田　周　蔵 主 事 林　　　克　洋

津 具
総 合 支 所

補 佐 佐々木　　　輝 係 長 米　倉　和　彦

補 佐 後　藤　武　司 主 査 小　川　泰　徳

やすらぎの里 補 佐 氏　原　哲　哉

保健センター 補 佐 金　田　伸　也 係 長 山　 　裕　子

教 育 委 員 会
補 佐 伊　藤　　　斉 補 佐 鈴　木　浩　典

係 長 今　泉　　　宏

設楽町総合計画企画員 （平成18年度）

所　属 職　名 氏　　名 職　名 氏　　名

総 務 課
補 佐 長谷川　文　彦 係 長 関　谷　　　恭

補 佐 鈴　木　　　清 係 長 後　藤　京　三

企 画 課

補 佐 原　田　直　幸 係 長 遠　山　雅　浩

係 長 米　倉　和　彦 主 事 伊　藤　　　誠

主 事 伊　藤　裕　久

税 務 課 補 佐 原　田　利　一 補 佐 園　原　克　幸

町 民 課
補 佐 鈴　木　正　吾 係 長 村　松　浩　文

係 長 依　田　佳　久

産 業 課
補 佐 後　藤　和　男 補 佐 清　水　孝　芳

係 長 下　平　　　功

建 設 課

補 佐 鈴　木　伸　勝 補 佐 佐々木　博　美

係 長 松　井　良　之 係 長 倉　淵　泰　晃

係 長 加　藤　博　基

生 活 課
補 佐 金　田　敬　司 補 佐 村　松　静　人

係 長 小　川　宏　樹

ダ ム 対 策 室 補 佐 澤　田　周　蔵 主 事 林　　　克　洋

津 具
総 合 支 所

補 佐 佐々木　　　輝 係 長 村　松　　　一

補 佐 後　藤　武　司 主 査 小　川　泰　徳

やすらぎの里 補 佐 氏　原　哲　哉

保健センター 補 佐 金　田　伸　也 係 長 山　 　裕　子

教 育 委 員 会
補 佐 伊　藤　　　斉 補 佐 鈴　木　浩　典

係 長 今　泉　　　宏
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平成 17 年 10 月１日

条　例　第　30　号

　（設　置）

第 １条　地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 138 条の４第３項の規

定に基づき、設楽町総合計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。

　（所掌事務）

第 ２条　審議会は、町長の諮問に応じ、町の総合計画に関する事項につ

いて調査及び審議する。

　（組　織）

第３条　審議会は、委員 25 人以内で組織し、町長が委嘱する。

２　審議会に、町長が委嘱する専門委員を置くことができる。

　（任　期）

第 ４条　委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合におけ

る補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（委　任）

第 ５条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項

は、規則で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成 17 年 10 月１日から施行する。

設楽町総合計画審議会条例総合計画企画員専門部会名簿 （平成18年度）

部会名 専　門　部　会　員　名 アドバイザー

自然共生

部 会

清水　孝芳 村松　静人 後藤　武司 三城　幸人 佐々木幸一

関谷　　恭 林　　克洋 遠山　雅浩 伊藤　博幸

産業振興

部 会

後藤　和男 下平　　功 小川　泰徳 村松　千根 佐々木義典

村松　　一 米倉　和彦 伊藤　誠(企) 後藤　　覚

松井　良之 加藤　博基

居住環境

部 会

佐々木博美 倉淵　泰晃 澤田　周蔵 後藤　義己 金田　正幸

長谷川文彦 金田　敬司 小川　宏樹 片桐　洋人

伊藤　誠(企)

安心福祉

部 会

鈴木　正吾 村松　浩文 依田　佳久 佐々木　孝 夏目　芳紀

金田　伸也 山 　裕子 氏原　哲哉 松井　利文

伊藤　裕久

教育文化

部 会

伊藤　　斉 鈴木　浩典 今泉　　宏 後藤　義男 松井　清貢

園原　克幸 米倉　和彦 伊藤　裕久

参画協働

部 会

鈴木　伸勝 原田　利一 佐々木　輝 原田　　理 河合　秀久

鈴木　　清 後藤　京三 遠山　雅浩
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平成 17 年 10 月１日
規　則　第　22　号

　（趣　旨）
第 １条　この規則は、設楽町総合計画審議会条例（平成 17 年設楽町条
例第 30 号）第５条の規定に基づき、設楽町総合計画審議会（以下「審
議会」という。）の運営について必要な事項を定めるものとする。
　（選出区分）
第２条　委員は、次に掲げるもののうちから、町長が委嘱する。
　　（1） 学識経験を有する者　10 人以内
　　（2） 町議会の議員　５人以内
　　（3） 関係機関及び団体の代表　10 人以内
　（会　長）
第３条　審議会に会長を置き、委員の互選によって定める。
２　会長は、会務を総理する。
３ 　会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務
を代理する。
　（審議会）
第４条　審議会は、会長が招集する。
２　審議会においては、会長が議長となる。
３ 　審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことがで
きない。
４ 　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議
長の決するところによる。
　（専門部会）
第 ５条　審議会に専門の事項について調査及び審議させるために専門部
会を置くことができる。
２　専門部会は、委員及び専門委員で構成する。
　（その他）
第 ６条　この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項
は、会長が審議会に諮って定める。
　　　附　則
　この規則は、平成 17 年 10 月１日から施行する。

設楽町総合計画審議会規則
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